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【はじめに】 
～隠れた真実の存在を知ること～ 
例えば、ある日あなたは身体の異変に気付きます。すぐさま病院に向かい診断を受け「こ

れは治らない難病だ」と宣告されます。ショックを受けたあなたは、それからありとあら

ゆる「名医」と名のつく医者が勤務する大病院を渡り歩くも、やはり「難病」には変わら

ない。テレビをつければ「専門家」と称する偉い人がちょうどその病のことを取り上げ、

この病がいかに「難病なのか」を延々と解説しているのです。途方に暮れたあなたは街に

出て薬局を覗くと、その難病の治療薬とされる商品が所狭しと店頭に並んでいるのを目に

します。しかもそれらは決して安くない。あなたは「難病だからそれだけ高いのだ」と自

分に言い聞かせながらその「治療薬」なるものを手にします。その厄介な病に対し少しで

も抵抗するべく、更なるあくなき試みに挑むのでした。 
ところがそんな「難病」を「簡単に治せる」と豪語する医者がいるとします。 
しかも大病院ならともかく、場所は大阪の高槻市というお世辞でも全国区の大都市とは程

遠い町の開業医です。 
その医者は特にメディアでその名を轟かせるほど有名でもなく、構える医院の外観もミス

タードーナツの華やかさに明らかに負けているビルの 2 階。 
普通なら「そんなばかな」と一蹴するでしょう。 
メディアが言うから、大病院が言うから、権威が言うからと、あなたは大いなる疑いの目

を持つことでしょう。 
しかし、もし今までずっと「難病」と言われ続け、信じ込んで来たこと自体が、実は巧妙

に操作された「洗脳」だったならあなたはどうしますか。 
何よりあなた自身はその「難病」が、本当に治らない病気であると、逆にきちんと説明で

きるでしょうか。 
世に常識とされているものが、実際は誰かによって都合よく歪められ、「真実」が全く別の

ところに存在するということが、実に多く存在するということを知っていますか。 
もしその存在を知ることが出来れば、あなたはそこからドミノ式に明らかになっていく真

実に出会えることが出来ます。更にあなたを苦しめるこの「病」が何故「難病」とされて

いるかという社会的構造をやがて見抜けることが出来るでしょう。 
私は松本医院の真の存在意義は、その「難病」が治ること以上に、こういう歪んだ常識の

裏に隠れた「真実」を患者自身が身を持って体験できることにこそあるのだと確信するの



です。 
 
【苦しみの中から齎されたもの】 
～全てはアレルギーの「おかげ」～ 
前回手記を書いたのが 1997 年、ちょうど今から 12 年前のことです。 
あれから 12 年（治療を始めて 13 年）たった今でもアトピーリバウンドとの闘いは続いて

います。 
私が前回の手記を書いた頃は。ちょうど最初の大きなリバウンドの山を越えたすぐ後だっ

たと記憶しています。当時はこのまま「免疫寛容」を起こし、程なく完治に向かうのかな

と思っておりました。ところがそうにはならなかった。やはり私は初診時、IgE の数値が

13,000 を超える「重症患者」でした。26 年間という長期間に渡り、あらゆるステロイド剤

（塗り薬や飲み薬だけでなく注射も）のみならず、同時に抗ヒスタミン薬や抗アレルギー

薬の投与を受け続けておりましたので、それだけ免疫抑制の影響が私の DNA の奥深くまで

及んでいたのだと改めて思い知らされることになるのでした。 
この 12 年という年月は長いようで意外とあっという間だったという印象です。もちろんこ

こまで長引くとは夢にも思いませんでした。 
今思えばこの長い闘いは常に「自己実現への正のエネルギーを阻むリバウンドの負のエネ

ルギー」との闘いでもありました。その詳しい内容は後述しますが、要するに治療を始め

てからというもの、私の人生において何かの節目には必ずリバウンドの邪魔がそこにあり

ました。リバウンドの症状そのものの苦しみはもちろんのこと、その都度目の前の現実と

行く手を阻まれた自分との間で、否応が無しに折り合いをつけさせられる激烈極まりない

ストレスは、これを経験した人間にしか分からないでしょう。時にはくじけそうになった

時もあります。しかしそのたび歯を食いしばって（まさにリバウンド症状の絶頂時は歯を

食いしばる程の痛みと苦しみですが）ここまで乗り越えてきました。 
それではここまで自分を支えてこられた原動力は何だったのでしょう。その一つは家族の

存在をなしでは語れません。 
まずは私の父です。それまでの 26 年間、ステロイドを中心とした現代医学しか治療の方法

はないと信じ込み、世間の常識として奇病・難病とされるアレルギーに対し、「高槻にある

開業医ごとき」に一体何が出来るのだと拒絶する私を怒鳴りつけながら、まず第一歩の足

を運ばせてくれました。 
この松本ドクターとの出会いは私のその後の人生を 180 度変えたといっても過言ではあり

ません。辛くてもこの出会いの大きさに比べれば困難とは感じません。まさに運命の出会

いとも言えるべきものです。 
そんなドクターと私を引き合わせてくれた私の父が 2004 年にこの世を去った時、ドクター

は私の手を握り、涙を流して勇気付けてくれました。その手の温もりを今も忘れることは

ありません。 



母も治療開始当初から家を離れるまでの 4 年間、毎日漢方を煎じてくれました。母は時に

自らのことを「間違った医療に率先して私を導いてしまった A 級戦犯」のような面持ちで

私に詫びる事があります。私はそう感じる母の気持ちが逆に痛いほど理解できます。しか

しこれは母の責任ではありません。ましてやその当時は度重なる喘息の発作でまさに死ぬ

かというような私を必死で救おうと命を賭けてくれていたのを知っています。そんな母を

心から感謝しています。あなたは世界一の母親です。 
弟も私が治療し始めて間もなく松本医院に通い始めます。無論彼も幼少期より私と同じよ

うな間違った治療法にて育ってきたものですから、すぐに同様のリバウンドで苦しみまし

た。ですが 11 年の歳の差はそのまま治療開始年齢が私より早いということにつながり、今

ではすっかり完治してしまったようです。彼も私の弟であると同時に、闘いの同士であり

よき理解者です。私は現在結婚し子供もおりますが、妻のみならず 3 歳になる息子までも

この難儀なアレルギーとの闘いに協力してくれています。私は自分の家庭がこんなに温か

く思いやりに溢れたものであることに感謝しています。 
このようにアレルギーとの闘いの中で逆に得られた大きな物の中の一つに、間違いなく家

族の絆がより深まったことが挙げられます。この意味で私はアレルギーの「おかげ」で苦

しみの中から得られるかけがえのない喜びや感謝の念を見出いだすことが出来たのです。 
「アレルギーよ本当にありがとう。」 
今あらゆる苦い思い出を乗り越えこの一言がようやく言えるようになりました。 
 
 
【わたしの治療史・第一期】 
～会社員時代そして離職へ～ 
12 年という月日の中で私を苦しめたもの。その際たるものはやはり、20 代、30 代と人生

で一番体力的にも恵まれ、新しいことや難しいことにチャレンジしていけるはずの時代に

激しいリバウンドとの闘いを同時進行的に挑まなければならなかったことです。 
先ほど「自己実現への正のエネルギーを阻むリバウンドの負のエネルギー」と言いました

が、私は今まで治療開始直後の最も激しいリバウンドを含め、大きく 4 回のリバウンド症

状を経験しています。およそ 4 年ごとに波状的に起こるリバウンドのために、私はその都

度、やむなくそれまでの人生の流れを変更・修正せざるを得ない局面を迎えてきました。 
その象徴的なものは、2000 年の秋に起こった大きなリバウンドのためにそれまで勤めてき

た大手商社を退社する決断を下したことです。 
私はその商社に中途採用として 1996 年に入社しました。そして間もなくこの治療を始めま

たのですが、案の定強烈なリバウンドのため、早速 2 ヶ月間の休職を余儀なくされました。

しかしながら周囲、特に上司からの厚い協力を得られ、「新人のいきなりの休職」という前

代未聞の状況から復活することが出来ました。 
せっかく掴んだ新しい職場でのスタートを挫かれた絶望感と、何ともいえない虚無感は今



でも切なく心に残る思い出です。そんな時ドクターは落ち込む私にこういってくれました。

「リバウンドという実のない闘いを否応がなしにさせられることに意味があるんや」と。

当時はあまりピンと来ませんでした。ですが後から思えば、私の状況にズバリ的を射たご

指摘だと分かりました。つまり「実のある闘いの時にはもっとがんばれる」ということな

のです。 
私はその言葉通り、リバウンドの苦しい経験が、逆に自分にとってプラスとなる闘い、つ

まり自己実現へのエネルギーを発揮する際の大きな糧となることに気付きました。 
ただそうはいってもやはりしばらくは辛い思い出が続きます。 
まだまだリバウンドの影響が強く残り、職場復帰後でも半年くらいは一回につき数日の割

合で頻繁に休みをとらないといけませんでした。そんなに休んでもいられない時は、ただ

れた口の周りを隠すためにマスクをして通勤したのを覚えています。 
口が開かず昼食はほぼ毎日カロリーメイトとオロナミンＣという時期もありました。 
顔はキズだらけ、ワイシャツはリンパ液が酷いので「白」は着られません。夏でも腕のた

だれたような湿疹を隠すため長袖が欠かせませんでしたが、今度は汗で余計に酷くなる有

様です。 
それでも会社は私に対し、有給消化以外にも特別に病欠扱いの枠を設けてくれ、欠勤分を

給料から差し引くなどの処置を免除してくれたのです。 
そんな会社への恩義もあり、私はますます仕事に打ち込みました。そして僅か 2 年半で当

時は驚くほどの昇進を果たし、その内症状自体も落ち着きだしたこともあり、3 年目にはマ

ネージャー職になり営業成績もトップになりました。 
月に 2 度はアジアの国々へと出張で飛び回り、意気揚々とした日々を送れるようになって

いました。アレルギーもその時期は忘れるくらいまでに落ち着いていたように記憶してい

ます。この時まさに「実のある闘い」に邁進していた記憶があります。 
そんな中起こった突然の知らせです。最愛の父の肺に癌が見つかったのです。 
父は急遽癌の摘出手術を決断しました。その時はとりあえず癌は完全に除去され、一旦は

成功として事なきを得ました。 
そして父の癌の問題も解決し、私もこれから会社で次の大きなプロジェクトを担おうとし

ていた矢先、やってきたリバウンドの第二波です。これは相当なダメージとなりました。 
やはり全身から吹き出るリンパ液とそれに伴う激しい痒みと痛み、そして倦怠感。またま

た悪夢の再来です。 
しかし今度こそは仮に会社は許してくれても、私が手がける仕事が許してはくれません。

何より会社での責任が前回の比ではないのです。以前のように甘えられる上司もいません。

自分が「上司」なのですから。 
非常に困りました。部下にお願いしても限度があります。傷だらけの手でパソコンをベッ

ドの上で打ちました。滴るリンパ液が書類を汚します。 
しかもこのリバウンドがいつ終わるか分かりませんし、結局この闘いの本当の意味での理



解者は会社にはおりません。 
「いいアレルギーの病院を紹介しようか。」との本来ならば嬉しい進言も数人からもらいま

した。私のことを心配してくれているのは痛いほど分かります。しかしどうせステロイド

なんです。違うんです。しかし何が違うのかも、今の医学の常識を覆すことから説明する

気にもなりません。これは本当に孤独の闘いだと思いました。「仕事に戻りたい。」「でも戻

れない、いつか分からない。」という葛藤が 2 ヶ月続きました。結局回復の見通しも立たな

いまま 2000 年の 12 月に自宅から辞表を提出しました。 
その時は悔しくて溜まりませんでした。自分は一体何をやってきたのかと自らを責める

日々でした。たくさんの人に迷惑をかけたと思います。 
ただ結果的にはこの退職を機にその後の私の人生は大きく変わりました。今思うとこの選

択は、またもやアレルギーの「おかげ」で正解だったといえるものだったと思います。 
 
【わたしの治療史・第二期】 
～会社設立・結婚そして父との別れ～ 
私にとっての 21 世紀の始まりは、まさにリバウンドとの闘いの中で向かえ、約 5 年勤めた

会社を離れて一旦全てをリセットした状態でした。 
前述のように、仕事が嫌で退社するのではなく、それどころか、どんどんやりたい事が増

え、充実感で満ち溢れていたところに半ば運命によって引き裂かれた形になったわけです

から当然悔しい気持ちもありましたし、そして何より現実問題として、この身体で果たし

て社会人として務まるのかという漠然とした不安は更に私を苦しめることになりました。 
この頃私の人生のパートナーである妻と出会います。彼女は私のそのような「世の常識に

反する闘い」の全てを理解し、また応援してくれました。 
どんなにひどい顔や身体の状態でも、直視しこれを受け入れてくれました。今こうして手

記を書き、過去を振り返る余裕が出来るのも妻がいてくれたおかげだと思います。 
冒頭に、苦しみを乗り越えられる原動力にまず「家族の支え」を第一に挙げたのもまさに

この出会いがあってのことだと思います。その点で彼女との出会いはドクターとの出会い

同様、まさに私の人生の大きな幸運であったと言えます。 
彼女とはこの後 3 年後の 2004 年に結婚します。しかし同年に結局手術の後、癌を再発させ

た最愛の父との別れもありました。更に翌年の 2005 年息子を授かりることになります。 
私はこの時期ほど家族というものを意識した時期はありません。 
「家族こそ全ての人間が尊ぶべき心の故郷（ふるさと）であり、全ての運命の出発点であ

る。」私は自らの体験を踏まえこれを確信しました。 
余談ですが、昨今のおかしな犯罪をはじめとする社会不安は結局、長い間家族というもの

を軽視され続けた結果ではないかと思います。この国の将来を考えたとき、本来の家族の

尊さをこのまま取り戻せないままで行けば、私には崩壊という二文字への道筋がはっきり

と見えます。 



さて仕事の話に戻ります。一旦リセットした（させられた）私がその後どう再起動を遂げ

たのかですが、実はその前に、特筆すべきことがあります。それは体調も順調に回復して

きた 2001 年の夏、とにかく何かを始めるにも、ます大きな何かを達成してから出直したい

という気持ちから「北米大陸横断」を敢行しました。車で約 2 万 5 千キロを 40 日、西海岸

から東海岸までの横断の旅です。 
途中、あの 911 同時多発テロを現地で経験しました。まさにあの時から世界は変わりまし

た。しかし私個人の考え方も、あの旅でさらに大きく変わったような気がします。30 歳と

いう人生の節目の歳にあの貴重な体験は生涯忘れることはありません。そして私のアトピ

ーも傍目では全然分からないといわれるくらい、症状もほとんど出なくなっておりました。

この時にはもはや僅か一年前に起こった強烈なリバウンド第二波の地獄のような苦しみや、

それによって味わった意に反した仕事のリセットの悔しさはすっかり消えていました。大

陸横断という大きな目標達成が体調回復と共に、そのまま自信につながっていったのです。 
そして、その後様々な運命的な出会いや幸運を経て翌年の 2002 年、一つの決心をします。 
それは現在の妻が仕事で居住していた香港で事業を起こすということです。 
周囲は皆びっくりしておりました。いきなり何をしでかすのかと。 
今思うとかなり大胆というか無謀な賭けだったと思います。 
ただ当時の私の中ではまたどこかへ再就職をし、組織の中でもう一度自己実現の道を進む

という選択肢は全くありませんでした。その理由の一つはやはり心のどこかでまた再度同

じようなリバウンドに見舞われ、そして同じく道半ばでその志を断念することになるのが

怖いという気持ちも当然ありました。ただそういうネガティブな部分だけではもちろんあ

りません。とにかくごく一般的な人が普通に送ることの出来る人生のサイクルを、リバウ

ンドとの闘いを続けている上では得られることが期待できないとあれば、いっそ誰も思い

つかない、いわば「奇策」を人生に仕掛けることで、不安や苦難を乗り越えようという私

なりの体当たりの挑戦でもあったのです。 
そこからの月日はまさにがむしゃらでした。 
アレルギーもありはしましたが、仕事や生活にさえ影響が及ばなければ少々痒かろうが痛

がろうがもはや問題ではありません。それ以上に仕事を軌道に乗せることに必死であり、

それが大変でもあり、楽しくもありました。 
その頃の世の中はデフレ真っ最中で、おまけに SARS やイラク戦争などの逆風もありまし

たが何とか色々な人たちの助けも頂きながら窮地をしのいできました。 
そしてやっとビジネスがある程度軌道に乗ってきたかなと感じ始めた頃、先ほど述べた突

然に訪れた父との別れが待っていました。2004 年の新春間もない冬の出来事でした。 
私は人生この時ほど泣いたことはありません。小さな頃から心から敬愛していた父です。

分野は全く違いますが、私にとって父の存在はあまりにも大きく、そして目標でもありま

した。反発や口論も耐えない親子でしたが、それは結局父に自分を認めて欲しいという気

持ちの裏返しだったのでしょう。 



そんな私から父が去ってしまいました。 
アレルギーも父は最期まで心配してくれていました。 
そんな父に結局松本ドクターの下で完治した私の姿を見せることが出来なかった。 
ビジネスも立ち上げ当初の苦しんでいる姿しか見せられず、軌道に乗り出した少し余裕の

ある姿を見せることは出来なかった。 
仕事で後回しになった結婚や、「何時になったら孫の顔が見れるんや。」と冗談めかしに言

っていた希望も果たしてあげることが出来なかった。 
私はついに父に何も十分に誇れるものを見せられず、全て中途半端なまま去られてしまっ

たのです。 
ところで父は肺癌という厄介な病に、本来風邪も引かない丈夫な身体を蝕まれ、そしてこ

の世を去ることになったのですが、私は今でも、その死を早めたのはあらゆる抗癌剤で免

疫をどんどん下げた結果であると思っています。 
つまりはアレルギーであれ、癌であれ、人間が本来持つ免疫は絶対落としてはいけないと

いう教訓が父の死をもって実感として得られたのは何とも皮肉です。 
もし父が免疫を落とす化学療法を積極的に取り入れていなかったら・・・ 
少なくとも、その後たったの数年の内に訪れる私と妻の結婚や、心待ちにしていたはずの

息子の誕生は見せることが出来たのではと思うたび、込み上げる無念の情を今でも禁ずる

ことが出来ません。 
 
【わたしの治療史・第三期】 
～人生の転機、さらなるリバウンド、そして次なるステップへ～ 
父が去った翌年の 2005 年、私は結婚を果たしそして自身が「父親」となるわけですが、こ

れはまさに人生の転機といえるものでした。 
私の妻は全くアレルギーとは無縁であります。従って付き合いだした当初はアレルギーの

知識なんて当然全く有りません。ですからこのリバウンドとの闘いのことや、世の中の常

識のまさに逆を唱える松本理論のこと、更に「現代医学」が抱える大きな矛盾や不条理に

関することなど、最初は戸惑い以外の何者でもなかったようです。 
こんな私の事情を理解し、またこの私の人生の伴侶となる道を選んでくれ、そして今では

私の最大の理解者となって共にこの闘いに挑んでくれている妻には改めて感謝しています。 
息子も生まれて間もないころは、乳児性湿疹がひどく、やはり「母親の愛情」があるので

しょう、妻は理屈では松本理論を既に理解はしていましたが、やはり目の前にある酷い症

状を目の当たりにすると、どうしても慌ててしまいます。周囲も何度も塗り薬の必要性を

訴えます。ですが、私はもうこの湿疹の「からくり」が分かっていましたから一切何もせ

ず自然に任せました。すると一ヶ月足らず（ステロイド投入していたらこの 10 分の 1 のス

ピードで見た目の「改善」はなされていたでしょう）で見事に綺麗な肌が現れてきました。

妻はこの時、私や松本理論の正しさを目の当たりで実体験することとなったのです。 



今ではわが子は、たまに湿疹が出る程度で、全く問題ありません。 
私はやはりここに「地獄と天国の分かれ道」があると感じました。「知っているか知らない

か」でその子供のその後の人生を大きく変える怖さがここにあります。 
12 年前に書いた手記でも述べたとおり、「親によるわが子に対する愛情が、実は症状をどん

どん悪化させる源となる皮肉」から、今度は私が親の立場となり、わが息子をそこから救

い出すことが出来ました。私はここでも夫婦で松本ドクターの存在の大きさを改めて知る

こととなったのです。 
 
それから間もない 2005年の 8月、ついに私に 5年振りの大リバウンドが来てしまいました。

この時私を最も苦しめたのは、前回のリバウンドまでは「自分自身だけ」を考えて治療に

専念すればよかったのですが、今回は違います。 
今回は生まれて間もない息子がおり、私は親としての責任を背負っています。ただ幸いな

ことに私は前回と決定的に違うものがありました。「時間的な融通」です。 
こうなることを期待したわけでは全くありませんが、それでもこのように大きなリバウン

ドが来た時に「自営業」は組織に気兼ねすることなく治療に専念できます。実はこの年、

妻も香港での会社組織を離れ私の設立した会社に合流をしておりました。ですので、私が

仕事を離れることは、ただ私の人的資本から生み出されるリターンが（収入）がストップ

するだけです。それもそれで大変なのですが、会社設立から 3 年経ちそれなりの蓄えもあ

りましたし、何より妻が本格的に合流を果たしてくれていたおかげで、私が息子の面倒を

見るという形をとり、妻が私の抜けた分を補いながら会社を切り盛りしてくれました。そ

んな期間が 3 ヶ月ほど続きました。 
リバウンドを耐えながらの子育てはまた困難を極めましたが、それでもこの時味わった息

子とのふれあいは、生涯忘れられない貴重な思い出です。 
この意味でも、もし大リバウンドがなかったら、到底味わえなかった息子との時間を、ア

レルギーが運んでくれたと思えば、やはりアレルギーの「おかげ」だと今となって思える

のです。 
その後息子も順調に成長をしてくれています。 
その後の 4 年は再び症状的には「何事もなかった」様な状況が続きます。その間私は、さ

らに資格取得を要する職の獲得を目指し、再び動き出しました。 
繰り返しになりますが、もともと「組織には属することが出来ない」というある種ネガテ

ィブな一面が、私を独立という道に進ませたという背景があり、しかしそれ以上に得られ

るものの大きさをこの時期改めて実感するという時期でした。「自由な時間」というのもそ

の大きなものの一つでした。 
ただ、やはりその「自由な時間」はメリットではある反面、当然ながら収入が不安定にな

るというリスクもついて回ります。ここで思い立ったのが、業種の全く違う仕事をもう一

つ持ち「履ける二束のわらじは履いてみよう」ということで、そのリスクを分散するとい



うことでした。結局一方の鼻緒が切れたら、もう一方があるという状態にしたかったので

す。 
そしてついに資格を取得し香港の大手企業とエージェント契約が出来たわけですが、完全

歩合制という内容を選んだので、組織的拘束もありません。つまり「時間的自由」を手放

すことなく、収入の不安定リスクを軽減することが出来ました。 
ちなみに、幼い頃から勉強が嫌いで成績も常に「普通以下」だった私が、この資格取得を

きっかけに、火が付いたように勉強（というか学ぶ楽しさがこの年になって気付いたので

すね。）するようになりました。恐らく 20 代までの私を知る人は今の私を見て相当驚かれ

るでしょう。 
かなり遅咲きではありますが、今では人の 3 倍は学んでいると自負できます。その甲斐あ

ってか私は契約した会社の社内では数少ない日本人の中ですが、香港人の同僚と共に 2007
年と 2008 年と連続して成績トップ受賞者（Top Producers Award）の一人に選ばれました。 
ここで一つ言えるのは、人間何歳になっても「変われる」ということです。その気になれ

ば 40 歳であろうが 50 歳であろうが「成長できる」ということです。やはりここでもドク

ターに言われたこと、つまりリバウンドと言う度重なる実のない闘いを経験しているから

こそ、「実のある闘いの時にはもっとがんばれる」ということが生きたのだと思います。 
 
【わたしの治療史・第四期】 
～金融危機と共に訪れた 4 度目のリバウンド、そして未来へ～ 
前回の大リバウンドから 4 年半という歳月が流れ、私はまたもや通算 4 度目の大リバウン

ドの波に襲われることになりました。折からの経済危機で世界中の景気がまさにどん底状

態に陥っていた 2009 年の 3 月のことでした。 
今回は若干ではありますが、前回や前々回に比べると症状自体はましになってきた印象で

す。とはいってもいつもながら語り尽くせない辛さは伴います。 
ところが今回、ある種の「リバウンド症状のへの免疫」のようなものができた感覚があり

ました。つまり過去における大リバウンドでは、症状のまさに激しく苦しい最中にあって

は、松本理論を頭では理解していても、やはり身体はかすかに「この症状がひょっとした

ら永遠に続くかもしれないという恐怖感」を感じていました。今回はそれが一切なかった

のです。最初からゴール（大リバウンド症状からの回復）の時期が大体予想できていまし

たし、やるべきことが感覚の中で既にパターン化され、それを最初から淡々とこなすだけ

でした。具体的には、しっかり寝る、煎じ薬を飲む、プロテインを多めに取る、消毒をす

る、風呂につかる、紫雲膏を塗る。日々のたったこれだけの単純な繰り返しで、ひたすら

回復を待つのみでした。これ以上もこれ以下もありません。 
ちなみにこの手記を書いている今現在は 4 度目の大リバウンド発生からちょうど 5 ケ月が

経とうとしている 7 月下旬です。まだ症状はかすかに残りますが、日常生活はいつものサ

イクルに完全に戻っています。今回実質「外にも出られない時期」は 41 日間でした。発生



当初感じた「見積もり」よりも短かった印象です。 
このように私はこれまで 4 度もの大きなリバウンドを乗り越え、ようやく症状そのものに

心身とも動じず、ひたすら「一本道を歩むのみ」の心境になれた気がするのです。 
ところで治療開始からこれまでの大リバウンドの発生タイミングを振り返ると、どうやら 4
～5 年のサイクルで「きっちり」訪れています。 
これには何か特別な理由があるのか、是非ドクターに分析をして頂きたいと思います。 
 
【終わりに】 
～真実が明らかになるまで～ 
12 年と言う歳月は私にとって、常にアレルギーとの闘いと共にありました。そしてこの闘

いはこれからも続くでしょう。ただ心中は極めて平静です。その理由ははっきりしていま

す。それは私が松本理論を理解し、この病気のメカニズムの真実を知っているからです。 
よく松本医院に訪れる患者さんの中に、「先生を信じています。」であるとか「先生にお任

せして。」と言う表現を使う人を見かけます。 
こういう患者さん達は、全てとは言いませんが少なくとも私が知る限り、途中で挫折する

なり、あきらめるなりで姿が見えなくなる可能性が高い。つまりは「信じられなくなった」

のでしょう。 
私は同じアレルギーで苦しむ言わば「同士」の中にこういうレベルの低い人たちがあまり

に多く存在することを知り、残念に思えたことがありました。 
私は少なくともアレルギーの治療に関しては松本ドクターを「理解」はしても「信じた」

ことは一度もありません。何故なら松本理論は「信仰」ではないからです。 
医者に対し、「信じる」または「お任せ」するような場面は、難しい手術など、その医者の

技術的な力量が求められる時だけであり、病気のメカニズムの真実を立証する医者に対し

ては本来「理解」しか存在し得ないのではないでしょうか。 
 
冒頭にも同じようなことを述べましたが、この現代社会において、「真実」と「事実」は必

ずしも一致しません。 
真実はもちろん一つしかありませんが、事実はしばしば歪められたり消し去られたりして、

「真実」を見えないようにされてしまうことがあります。 
それはどんな時に起こるかと言うと、世に「真実」が明らかになることは、それまでの間

違った「既成事実」で利益を得て来た人間にとって非常に都合が悪いからです。 
いわゆる既得権益享受者です。 
現代医学の裏には莫大な製薬会社の利権が存在します。この利権を支える柱の一つに「ア

レルギー関連薬」があるのは間違い有りません。「アレルギーは適切な医師の投薬によって

一生付き合わなければいけない」という「事実」が、多くの製薬会社の既得権益になって

います。 



ところがこの事実が実は間違いで、何もしないことがアレルギーを起こさない唯一の方法

が「真実」であると白日の下にさらされれば彼らは一体どうなるでしょうか。 
これは大変です。彼らは死んでも「真実」が明るみにならないようにあの手この手の手を

打つはずです。 
私は、最近これは仕方がないと思うようになってきました。何故ならこれが資本主義の行

き着くところだからです。 
「真実」が尊いものであるのは誰もが知っています。ですがそのために今まで得られてき

た利権がなくなるどころか、職さえも失う不安に直面した時、それでも人間は「真実」を

受け止められるでしょうか。私はここに資本主義の限界を感じます。 
私は、この意味で 12 年前の手記に続き、続編をいずれは書き記さないといけない必要性を

ずっと感じておりました。 
ドクターが述べられている「いかに私が大声をあげてアトピ－やリウマチが治るといって

も変人扱いされるだけでしょう」の通り、今の世の中の常識からは、ドクターはまさに変

人中の変人でしょう。その時代の大権力によって、「真実」が大きく捻じ曲げられている場

合、それを是正できる唯一の方法は、結局は小さなことかもしれませんが、ひとつひとつ

「真実の実例」を積み上げていくほかありません。それは決して楽な道のりではないでし

ょうし、もしかするとガリレオの地動説のように我々が生きている間にそれが真実として

世間に認知されないかも知れません。ですが真実はいずれ必ず明らかになると信じていま

す。そしてこの手記がささやかながらそのための一助となればと思っています。 

明治維新は全国当時 3000 万人口のうちのたった 3000 人による志士が成し遂げたと言われ

ています。 

前回の手記で松本ドクターは私に「彼は私の分身のようです」と書いていただきました。

さらに「必ず責任を果たします」とも言っていただきました。 

ですから今回はドクターに分身たる患者の私から責任を果たす番です。この手記をドクタ

ーの元に親愛と感謝の念を込めて、またこれから治療という名の下の闘いを開始される患

者さんに深い同情と激励の気持ちを込めて送り捧げたいと思います。 

 

2009 年 7 月 24 日 香港にて 


